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※ 今週のアウトルック（2/6～2/10） 

 先週ドル円は金曜日の米国雇用統計の好結果を受けて上昇、クロス円はまちまちな結果となりました。

木曜日に発表された FOMC 政策金利が、前回の 0.5 引き上げから 0.25 に下げられたため、ドル安円高

が進むこととなりましたが、金曜日に発表された米国雇用統計の良好な結果を受けて、再び、ドル高円安

方向に戻してきています。 

 今週は、米国雇用統計の発表後のドル高円安の流れがどのあたりまで拡大するのか、まずは見極める

必要がありそうです。 

 先週のドル円は木曜日の FOMC 政策金利発表後、ドル安円高が少し進みましたが金曜日に発表され

た米国雇用統計の予想外の良好な結果を受けて、ドル高円安の流れに大きく引き戻されました。 

 今週は米国雇用統計の発表後のドル高円安の流れがどの程度まで拡大するのかを 

まずは見極める必要がありそうでが、135 円あるいは 138 円あたりのレジスタンスをブレイクできるかがポイ

ントとなりそうです。 

 ドル円の予想レンジは 125 円から 138 円です。 

 先週のユーロ円は木曜日に 140 円付近まで下落したものの、米国雇用統計の好結果を受けて週末に

は 141 円台後半まで戻してきています。 

 今週はここからもう一段の上昇を期待したいところですが、ユーロドルが下降トレンド入りの 

可能性が強いため、143 円付近のレジスタンスを今週ブレイクすることは少し難しいのではないかと考えて

います。 

 ユーロ円の予想レンジは 137 円から 145 円です。 

 ポンド円は金曜日に少し戻してはいるものの、下降トレンド入り目前となっています。ポンドドルが 1.2 を

割るようなことがあれば一気に 150 円付近まで下落する可能性も浮上してくるように思います。 

 ポンド円の予想レンジは 150 円から 165 円です。 

 米国雇用統計の良好な結果からのドル高円安の流れですが、大きくトレンドが反転するとまで行くかどう

か、週明けの動きに注目です。 

＊免責事項＊ 
当レポートを参考にトレードを行い、損失が生じた場合でも、責任は負いかねますのでご了承ください。 


